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 神様の算数(士師記7:7-8)
　
私にはあまり才能がない。他の人と比べたときに能力が足りない。実は弱点だらけだ。だから、だめなのではと思う方。こんな環境、状況の中でなにができるのか。良いことなんかあるのか。だめだよと思う方がもしこの中にいらっしゃれば、今日その考え方がひっくり返されて、そのすべてが勝利の鍵となるということをしっかりと握るときになることを祈りたいと思います。
今日の聖書箇所は、皆さんご存知のようにギデオンが300人のイスラエルの兵隊を連れて、10万人以上のミデアンの敵の軍隊を退け勝利を収めたというお話です。ミデアンがイスラエルを攻撃するためにかかってきた時、神様はギデオンにこのように指示されます。3万人ぐらいの兵隊がいたのですが、それは多すぎるので皆、家に帰しなさいとどんどん削っていき、ほんの僅かな人しか残りませんでした。その中で最終的には300人だけ残して全部それぞれの家に帰しました。その300人はどんな人なのかと言いますと、のどが渇いたときに川沿いに行って、手で汲んで水を飲む人でした。周りからいつ敵が襲いかかってくるかわからないと恐れていたのです。他の人は皆、頭を水に入れてバクバク水を飲んでいましたけれども、300人だけは怖くて、怖くて、周りを見ながら水を手で汲んで飲む人でした。つまり、ギデオンはその300人の兵隊というよりは臆病者300人を残して、また、神様の不思議な方法でミデアンに勝利を収めるようになるというお話です。つぼの中にたいまつというものを入れて、それから、角笛を吹いたその時に、一斉にそのつぼを壊します。それから、イスラエルがミデアンを殺したのではなくて、敵同士で殺し合うようになって、最終的にイスラエルは勝利を収めたという神様の完全勝利のお話です。この300人というのは、むしろいないほうがマシではないかと思うような人ばかりでした。それにもかかわらず、神様はそんな人間ばかりを残しました。そういう人間だから勝利するという意味ではありません。神様の勝利は神の力によるものなのだということなのです。これこそが神様の算数です。

今日、ここに礼拝のために来ていらっしゃる皆さんは、ぜひ心に覚えてしっかりと握って現場に戻っていただきたいと思います。つまり、神様は人の力を必要としていません。それが神様のやり方です。今日の聖書はその代表的なケースであり、聖書にはそのような話ばかりです。イスラエルが出エジプトして、カナンの約束の地に行くために公開の前に連れられてきました。そこでイスラエルの民は大騒ぎになります。「もうだめだ。ここで私たちは終わりだ」と。その時に、モーセを通して神様がおっしゃったことです。黙って神様があなたがたのためになさる救いを今日見なさい。人の意見や力などは無用なのだという意味です。そして、いろいろな紆余曲折を経て、約束の地カナンに入るようになりました。そこで最初の障害がエリコ城です。鉄壁の城でした。そこでまた皆が1回は失敗しました。神様がおっしゃることです。一言も口に出さないで、なにも喋らずにエリコ城を回りなさい。最後には、大きな声を叫ぶことによって、エリコ城が崩れてイスラエルは勝利を収めるようになりました。黙っていなさい。なにも喋らずに。それが神様が神の民におっしゃることなのです。イエス様のときも5つのパンと2匹の魚で2万人以上の人を食べさせる奇跡を見せられました。その2匹の魚、5つのパンというのは、それぐらいでも神様に捧げれば大きな奇跡になるという意味もあるでしょうけれども、それは無に等しいものであり、先程の300人の兵隊のように逆効果なのです。無いほうがあきらめるでしょう。2匹の魚と5つのパンでなにをどうするのでしょうか。逆に落胆するための材料に過ぎないものなのです。しかし、イエス様はそれを用いて2万人以上の人を食べさせられたわけです。
それから、初代教会がスタートするときに、優秀な人、能力のある人、またバックグラウンドのある社会的に影響力のある人達を集めてスタートさせたわけではありません。神様はわざわざ貧乏な人、社会から阻害されている人々、無視される人々、病気の人々などを集めて、これでなにができるかと思うしか無い人々を集めて初代教会をスタートさせました。それでいまの私たちに至るまで世界中に神様が約束した通りのことを成していらっしゃるわけです。それがなにを意味するのでしょうか。神様は、神様の約束を全うしていかれるときに、人の力、人の能力などは必要としていません。それがある、ない、それが良い、悪いなどによって、できる、できないという考え方は、クリスチャンとしてはふさわしくないものです。それでパウロは、Ⅰコリント1：28からこういうことを言っています。28節「また、この世の取るに足りない者や見下されている者を、神は選ばれました。すなわち、有るものをない者のようにするため、無に等しいものを選ばれたのです」29節「これは、神の御前でだれをも誇らせないためです」30節「しかしあなたがたは、神によってキリスト・イエスのうちにあるのです。キリストは、私たちにとって、神の知恵となり、また、義と聖めと、贖いとになられました」31節「まさしく、「誇る者は主にあって誇れ。」と書かれているとおりになるためです」。

改めて申し上げます。神様は人の力、人の能力を必要としていません。そうであれば信者である私たちにとって最大の課題は、能力があるかないか、また、環境がどうのこうのではなくて、神様の契約を信じる信仰にあります。信者の最大の課題は、条件、環境、状況がどうであれ、それと全く関係なく、神様の契約を信じる信仰に立つことです。その神様の契約はいったいなんでしょうか。契約中の契約がキリストです。キリストとはどのような契約なのでしょうか。罪を犯して、神を離れて、地獄の運命に捕らわれて、一歩も出られない滅びの運命に捕らわれている人間が救われる道は、キリストただ一つしかありません。キリストを通してのみ人間は救われ、いのちが得られるというのが約束なのです。そして、そのキリストを通して、人のすべての問題が解決されるということが約束です。それが契約です。キリストが契約なのです。そして、感謝なことに、そのキリストひとかたによって、ただ信じることによって、永遠のいのちが与えられる完全で完璧な祝福の主人公になります。これが契約です。キリスト、キリストと言いながらも、キリストがどのような契約なのか分かっていません。契約なのかさえ分かっていないクリスチャンが多いですが、この契約を信じる信仰に立っていればいいのです。
そして、契約は、このキリストが世界中の隅々まで宣べ伝えられて、神の愛、神の救いが世界中に広まるようになるというのが契約です。それを神の国と言います。特に、先にイエス・キリストを信じました信者、教会を通して、キリストがどんどん広まっていくようになる、つまり、神の救いのわざが世界中に広まっていくようになるというのが契約です。これを信じる信仰なのです。信者を通して、教会を通して。つまり、いのちの運動が行われるということです。皆さんがいらっしゃる現場をスタートにして、世界中の隅々までこのいのちの運動が行われるようになります。まだまだ世界中、この福音が届いていないところはたくさんあります。でも、いままで約束どおりに世界中いろいろなところにこのキリストの福音が伝えられました。私たちのところまで来ています。これが47都道府県、隅々まで入っていくようになるでしょう。いまの現状を見ると、日本の場合は0.3％に満たないです。でも、その契約を信じることです。キリストが来られると契約を信じてその通りになりました。神様が信者に望まれることは能力ではありません。皆さんの才能ではありません。契約を信じる信仰です。特に、この神の国の契約は伝道という方法を通して成し遂げられる、これが契約です。もしかして契約という言葉をたくさん聞いていてもぼやっとしている信者がいらっしゃるかもしれません。具体的に、明確にしないといけません。これが契約です。

そして、この神の国の約束は私たちを通して全うされることですが、しかし、それは神の力、聖霊によって全うされます。これが契約です。だから、誰も止められないし、必ず約束どおりになるわけです。いままでそれが証明されてきました。これからも同じです。聖霊様が導かれて、聖霊のみわざによって、特に、その聖霊の力を信者に与えられることによって、この神の国が世界中に広まる福音宣教の働きを全うしていかれます。これが約束、契約です。いま私たちはその契約の中に召されている者なのです。だから、能力がないかどうか、環境、条件がどうのこうのではなくて、私たちはそのような中で一番のテーマ、最大の課題は、契約を信じる信仰にしっかり立つことです。惑わされずに、揺れることなく。そうすると、信者の最高の仕事がなんなのかが明らかにされます。信者の最高の仕事は、一生懸命頑張ることではありません。この契約を握って、祈りに集中することこそ、信者の最高の仕事になります。イエス様が、「これから私たちの国はどうなるのですか」と聞いた時におっしゃいました。それはあなたがたは知らなくてもいいです。状況がこのような状況で、環境があまりよろしくありません。私には能力がありません。私はこんな弱さだらけです。それはあなたがたは知らなくてもいいです。それは神様の仕事になんの支障もありません。むしろ、そのことによって契約に没頭して、祈りに集中することができるのではないか。あなたがたはそれは知らなくてもいい。これが神の算数であり、つまり、私たちの人間の算数を捨てることなのです。それが祈りです。不信仰、自分の計算、特に言い訳、不平不満などを退け消していくことです。それが祈りです。祈りは自分の願いを必死に求めることではありません。神の契約を信じる信仰に立って祈りに集中するというのは、神の算数を信じて自分の算数を諦めることです。
そして、祈りに集中するというのは、そこで環境がどうであれ、どのような問題があろうが、自分に能力があるかないか、病気なのか健康なのか、そういうことを置いておいて、キリストを深く、深く考えることです。キリストにのめり込んでいくことです。サタンはこれができないようにあらゆる方法、あらゆる角度から邪魔してくるでしょう。キリストを深く考えて、自我と古い枠が崩れていくほど、そして、神の恵みと愛にたっぷり浸っていくほどキリストを深く考えて、キリストに没頭していくこと、これが祈りに集中することです。そうすると、いろいろな条件、要素があるのにもかかわらず、キリストによって新しく造りかえられた幸いな人になった新しい自分と向き合うようになります。過去の傷を負ってアップアップする自分ではなく、周りから評価される自分、自分で自分を評価するその自分ではなく、また、サタンがささやく自分、この社会の常識や道徳、倫理のルールやマニュアルによって評価される自分ではなくて、神様によって新しく造りかえられた誰も変えることができない永遠のいのちを持つ幸いな自分と向き合うこと、これが祈りなのです。ぜひサタンのささやきを退けることができるように、カットしていけるようにしましょう。新しい自分と向き合うこと、これが祈りなのに、問題があれば問題に溺れて、弱さがあれば弱さに溺れて、誰かに一言言われると一晩中それに捕らわれてしまう。そういうことはすべて悪魔のささやきなので全部カットして、なにがどうであれ神様によって新しく造りかえられた自分とぜひ歯を食いしばってでも向き合うようにしてみてください。それがなかなかできないので静かな場所を設けたり、あるいは深い呼吸をしながら整えたりするわけです。集中するために。集中は集中という行為も大切なのですが、どこにポイントを絞るのかが大切です。この世から、ねじ曲がっている、屈折している自分から脱皮して、新しい自分と向き合う、それが祈りです。神様はキリストの血を流されて、すでに皆さんをそのような存在に造りかえられました。罪によって、悪魔によって、その嘘によって固まっている自分にあまりにも未練を持たないようにしましょう。あまりにも恋しく思わないように。
そうすると、最終的にこれが確認できるようになります。自分がなぜ生きているのか。なぜ生かされているのか。生きる理由を確認するようになります。そして、決心するようになるでしょう。それが祈りです。なんのために生きるのでしょうか。いままでは自分の目標を達成するために、家族を養うために、あるいは昔こういう傷があったので、その反動によって社会に貢献するために、それが良いか悪いかいろいろあるでしょうけれども、祈りはそのすべての理由からUターンして、私はそこら中の人と同じ理由で生きる者ではない。神から与えられている聖なる新しい理由がある。大統領も大学教授も政治家も経済財閥も絶対真似できない、私にしかできない生きる理由を確認するようになります。イエス様はおっしゃいました。あなたがたは、わたしが行っていたことを行うようになる。それ以上のことを行うようになる。誰がイエス様が行っていたことを代わりに行うことができるのでしょうか。それが生きる理由なのです。学生さんが勉強するときに、なにかのライセンスを手に入れるために頑張るとき、よくよく考えてください。あなたがたは、わたしの名によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることがない。病人に手を置けば病人はいやされる。これはなにを食べるか飲むかという次元の人間には理解できないし、真似できません。キリストを信じて、永遠のいのち、聖霊が宿る新しく造りかえられた人間にしかできないことがあるわけです。それが生きる理由です。聖霊が臨まれると力を得ます。その力を得てという爆発的なイメージがメインではありません。エルサレムから地の果てにまで、皆が成功のために、皆がお金のために、皆が家族の幸せのために、皆が肉の次元で人生を設計して頑張っている中で、あなたがたは、それとは違うイエスの証人という理由で生きるようになる。それが聖霊が臨まれた最高の理由なのです。伝道の負担を持ってということとはまったく違う話です。生きる理由が違うのです。植民地がどうなりますか。そういう次元とは違うのではないか。イエスの証人となるのです。これが生きる理由です。
また、天と地のすべての権威が与えられています。なぜその話をされたのでしょうか。だから、これからあなたがたは世界最高に尊いあらゆる国の人々を弟子としなさい。弟子はなんでしょうか。このいのちの祝福、三位一体の神様がその人間の中に入られて一体となる、言葉で説明できないいのちの働き、これを継続して行くための、人をそこに合流させる働きなのです。父、子、聖霊の御名によってバプテスマを授け、わたしがあなたがたに教えたすべてのことを、その教えたというのはなにかを守りなさいという話ではありません。いままで申し上げました、この契約の内容です。だから、イエスを信じるあなたが世においてどのような存在なのか知り、その人もキリストに集中して新しい自分と向き合うようになり、生きる理由が福音宣教一つに絞られる、しかもそれが自分の能力と関係なく、神様が聖霊によってそれを成していかれる。サタンの世界ではサタンにそのような忠誠を誓う人々を秘密に集めて植え付ける儀式を行っています。わたしは残りの生涯、世界中の人間、青少年がサタンを崇拝する、その日を夢見て命をかけます。映画を通して、音楽を通して、大学の論文を通して、政治を通して。そのような秘密決死隊というものが実在して、いまも動いているわけです。その真似をするという意味ではありません。弟子にするということは、それをはるかに上回る人々の群れを作るということです。それがお医者さんをやりながら、学校の先生、サラリーマンをやりながら、芸術をやりながら、それが私たちのやるべきことであり目標なのです。ある意味、どのような仕事、どういう専門分野なのかは、そんなに一番に大切なテーマではありません。これが祈りであり、祈りに集中することなのです。すべてを満たす方によって満たされる、キリストのからだなる教会と言われることを深く考えてみてください。
そして、祈りはこのように集中しながら、つぼを割ってたいまつというものを取り上げ、角笛が鳴った時に、それをベースにして神様の時刻表を待ちつつ祈ることなのです。皆さんの現場から、このつぼを割ってたいまつを取り上げ、角笛が鳴らされるときが来ます。いのちのイエス・キリストを伝えるタイミングが必ず訪れてくるようになりますので、その神の時刻表を待ちつつ、いままで申し上げました祈りに集中すること、これが信者の最高の仕事なのです。この仕事を無視して一生懸命、頑張ることは限界にぶつかり、逆に虚しくなり疑いが増すようになり、いつもスタートの時点に戻されたりの繰り返しになってしまいます。

今日、神様のこのメッセージをしっかり握って、神の算数という契約を握って、改めて私たち、また私たちの教会に与えられました契約を確認しましょう。キリストと神の国、聖霊の約束の契約を握って、世界中一千万の弟子が起こされること、そのためにこの教会は存在します。237カ国に福音の門が開かれることのために、そして、日本の47都道府県に絶対弟子が起こされることによって、霊的な祈りのネットワークが構築されること、日本列島に聖霊の波風が吹いてくるその日を待ちつつ、これが契約です。そのために国内宣教師を派遣して、教会を開拓していかないといけないのです。いまの私たちの力でなにができるのでしょうか。神の算数を握ってください。皆さんの仕事はなんでしょうか。そうすると、教会、皆さんひとりひとりがこの契約にふさわしいものになるような祝福を与えられるようになるでしょう。
そして、そのためにいま皆さんの現場で神様はいのちの運動を備えていらっしゃいます。これが契約です。他のことはできなくても、たとえ事業が商売繁盛にならないことがあるとしても、いのちの運動は行われるようになっています。成績は上げられなくても伝道は可能な存在なのです。これは契約なので握ってください。特に、教会とともに教会を通して、教会を大切に思い、そのすべての原点が日曜日の礼拝です。礼拝をこのような契約を握る信仰に立って祈りに集中するときにして、それが6日間ずっと続くようにしていきたいなと思います。
最後にこの神の算数が本当であれば、これを握ってこれから戦ってください。皆さんに沸き起こる言い訳、習慣通りの言い訳、不平不満、それをいつも消すようにしてください。それから、神の祝福があり、神のみわざがあったときには気をつけて、謹んで、人を誇りにするようなことは一切消してください。私たちの能力でできたものは何一つありません。ですから、いつもキリストの御名が崇められるようにしましょう。人が褒められることではありません。もちろん周りから皆さんを褒めるようなことはあるでしょう。ありがとうございますと言って、皆さんの心の中では違います。キリストが崇められるように。キリストだけが栄光を受け取ることができるように。キリストだけが感動になるようにと。ある意味、音楽も飾りも建物も感動になってはいけません。キリストだけです。このような信仰を覚悟して現場に戻って、この通りの祝福の主人公になることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も兄弟姉妹とともに、キリストの御名によって主の御名をほめたたえ崇めます。どうか神様が愚かな私たちを召して、キリストの栄光をもって聖霊のみわざによって私たちを通して神の国を成していらっしゃることを今日確認しました。神の算数をしっかり握って、言い訳を捨てることができるように、自分自身から自由になることができるように、環境、状況から自由になって、信仰による祈りの人となるようにひとりひとりを祝福してください。世界中にキリストの栄光がほめたたえられるビジョンを抱いて、自分の現場で神の時刻表を待ちつつ祈る信仰の人になるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
す4

